
静岡県立こども病院設備保守運転業務委託仕様書

静岡県立こども病院の設備保守運転業務については、契約書に定めるものの他、この仕

様書の定めるところによる。

１ 業務の概要

電気、空調、衛生の各設備、その他これらに付帯する設備の日常保守運転を主な業務

とし、従事者は常に設備が円滑に使用できるよう、最善の努力を払うとともに、事故を

未然に防止し、諸機器の耐用年数の延長及び運転経費の節減を図らねばならない。

２ 業務の対象

静岡県立こども病院敷地内の下記設備の点検・保守及び運転

(1) ボイラー及び第一種圧力容器設備

(2) 電気設備

(3) 空調設備

(4) 防災設備(非常用移動式発電機、非常用給水設備等を含む)

(5) 衛生設備(給排水設備等)

(6) 医療設備(医療ガス設備等)

(7) 電話設備(インターホン、ナースコールを含む)

(8) 放送設備

(9) エアーシューター等搬送設備

(10) 昇降設備

(11) 院内時計

(12) 自動ドア

(13) 照明設備

(14) 家族宿泊施設

(15) 保育所

(16) 医師宿舎

３ 業務の内容

(1) 一般管理業務

乙は、以下の業務を行うものとする。書類等の作成については、作成後、甲の承認

を受けるものとする。

① 業務計画の作成(官庁検査、点検、保安業務を含む。)

② 事故及び非常時における対策の策定及び実施

③ 記録の整理、解析、保管

保管は法令に定められた期間又は甲が必要と認めた期間とする。

④ 主要設備、機器の台帳の作成、保管

定格、履歴等を記載する。



⑤ 消耗品、工具、予備品等の出納、保管及び台帳の作成

⑥ 関係図面、図書類の整理、保管

⑦ 施設の現状に即した各竣工図の修正及び整備、保管

⑧ 官庁検査、定期点検整備、工事等の立会い

⑨ 関係官庁への届出書、申請書、報告書等の作成補助

⑩ 関係部署への連絡及び調整

⑪ パワープラント施設内の整理整頓及び清掃

⑫ 業務日誌、各設備点検記録表等の作成、提出

⑬ ＥＳＣＯ事業における検証補助

(2) 保守運転業務

① 乙は、業務にあたり、甲と協議の上、定められた運転計画に基づき運転するもの

とする。

なお、設備等に異常を認めたときは、速やかに適切な処置を講じ、正常な状況に

復旧させるほか、常に異変の早期発見に努め、安全かつ適切な運転の保持に努めな

ければならない。

② 事故が発生したときは、他の建物に被害が波及しないよう処置し、原因を調査の

上甲と協議し、通常の状態に回復させるものとする。

③ 保守にあたっては、次により行わなければならない。

ア 事故防止のため、点検検査は定められた点検表に基づき実施する。

イ 関係法令の定めに基づき、各設備の適正な維持管理に努めなければならない。

ウ 休止中の設備にあっても、定期的に点検・補修あるいは必要に応じた試運転を

実施し、設備の能力低下をきたすことがないよう努めなければならない。

④ 設備の修繕及び法定点検等は、乙において、可能な限り速やかに修繕するものと

する。ただし、必要な工具・部品は甲が支給する。

⑤ 乙は、設備の保守運転上改善が必要と思われる事項は、甲に連絡し、設備能力の

向上に努めなければならない。

また、それに伴う改善作業は、甲の承認を受けなければならない。

⑥ 蛍光灯、電球等が破損した場合は、乙において取り替えるものとする。ただし、

管球等は甲が支給する。

(3) 空気環境測定業務

実施の詳細については、空気環境等測定業務特記仕様書によること。

(4) 冷却塔清掃業務

実施の詳細については、冷却塔清掃業務特記仕様書によること。

(5) レジオネラ属菌検査業務

実施の詳細については、レジオネラ属菌検査業務特記仕様書によること。

(6) 水質検査業務

実施の詳細については、水質検査業務特記仕様書によること。

(7) ボイラー等ばい煙測定業務

実施の詳細については、ボイラー等ばい煙測定業務特記仕様書によること。



(8) 病理検査室等作業環境測定業務

実施の詳細については、病理検査室等作業環境測定業務特記仕様書によること。

(9) 営繕業務

実施の詳細については、営繕業務特記仕様書によること。

４ 従事者の構成

本仕様書「３ 業務の内容」の「(1) 一般管理業務」及び「(2) 保守運転業務」の業

務に係る従事者の構成は、下記のとおりとする。

(1) 技術者数

契約された業務内容を完全に履行できる人員であること。

(2) 資格

① 電気主任（１名）

第三種電気主任技術者以上の資格があって、経験・知識ともに豊富であり、指導

力のある者

② 機械主任（１名）

一級ボイラー技士以上の資格を有し、空調機・冷温水機にも豊富な経験があり、

指導力のある者

③ 特定高圧ガス取扱主任者（１名）

高圧ガス保安法に基づき、病院で使用する高圧ガス（液化酸素等）の消費に関し、

１年以上の経験を有する者、又は高圧ガス保安協会が行う高圧ガスの取扱いに関す

る講習の課程を修了した者

④ エネルギー管理員（１名）

エネルギーの使用の合理化に関する法律第 13 条の規定により実施するエネルギ

ー管理員新規講習を修了した者

⑤ 危険物取扱者（２名）

危険物取扱者（乙種第４類以上）の資格を有する者

⑥ 電気機械技術者（２名）

第二種電気工事士以上の資格を有する者

⑦ ボイラー技士（４名）

二級ボイラー技士以上の資格を有する者

⑧ 冷凍機械責任者（２名）

第三種冷凍機械責任者以上の資格を有する者

⑨ 自衛消防業務講習 修了者（３名）

消防法に基づく「自衛消防業務講習」を受講した者

５ 業務時間および勤務人員数

(1) 本仕様書「３ 業務の内容」の「(1) 一般管理業務」及び「(2) 保守運転業務」の

業務に係る業務時間および勤務人員数は、下記のとおりとする。



※8:30～17:30 については、うち 1時間を休憩時間とする。

17:30～22:00 及び翌 6:00～8:00 については、うち 1時間を休憩時間とする。

22:00～翌 6:00 については、うち 4時間を仮眠時間とする。

(2) 緊急時、土曜日、日曜日、祝祭日及び仮眠時間における運転･修理など、必要に応じ

て速やかに対応できるようにすること。（甲が必要と判断した場合には、オンコール

体制をとること。）

(3) やむを得ない理由により時間外勤務を行う必要がある場合は、様式２に定める時間

外勤務実施記録簿により承認を得ること。ただし、時間外勤務を行う必要がある場合

は、本仕様書「３ 業務の内容」の「(1) 一般管理業務」及び「(2) 保守運転業務」

を実施する際、定められた勤務人数では対応できない場合に限る。

(4) 従事者に変更がある時は、あらかじめ甲へ報告し、承諾を得ること。また、従事先

で 1ヶ月の引き継ぎ研修後、正規配属とする。

６ 業務日誌等

乙は、様式１に定める保守運転日誌、様式２に定める時間外勤務実施記録簿を記録し、

原則として、翌日甲に提出するものとする。

７ 現場代理人

乙は、契約履行につき、甲との連絡調整に当たり、乙を代理して細部注文事項を受任

し、かつ契約業務に関する乙の従事者を管理し、直接指揮監督する者を選んで選任し、

次の任に当たらしめるものとする。

(1) 乙の従事者の指揮監督

(2) 契約業務履行に関する甲との業務連絡及び調整

(3) 甲の仕様書に基づく注文事項の受任及び仕様書以外の特別発注事項の承諾

８ 服務規律等

(1) 乙は、委託業務に従事する者に、病院での業務遂行上最も適する服装を着用させる

こと。また、従事者の服装は、乙の支給する統一の制服とし、左胸に顔写真つきの名

札を付けること。

(2) 乙は、従事者を担当業務に精通させるとともに、常に規律を守り、品位を保ち、明

朗親切に業務を遂行するよう指揮監督しなければならない。

(3) 乙は、危険作業に従事する者の安全管理には特に留意しなければならない。

(4) 甲は、委託業務の遂行につき、乙の方法について著しく不適当と認められる点があ

曜 日 時 間 帯 人数

月～金曜日
8:30～17:30 5 人

17:30～翌日 8:30 2 人

土・日・祝日

12/29～1/3

8:30～17:30 2 人

17:30～翌日 8:30 2 人



るときは、乙に対し、その事由を明らかにして、当該原因の早急な解決を図るよう現

場代理人を通じて求めることが出来る。

９ 図書の貸与

甲は、委託業務の遂行上必要な図面及び書類を乙に貸与する。図面等は、甲の承認を

受けなければ持ち出してはならない。

10 電気工作物の保安に関する事項

電気工作物の保安に関する事項については、別に定める「保安規定」を遵守すること。

11 その他

(1) 本契約成立後、速やかに現場代理人及び従事者の履歴書を提出すること。

(2) 乙は、甲がエネルギーの使用の合理化に関する法律に基づく第二種エネルギー管理

指定工場として、同法に基づくエネルギー管理員との間で締結する委託契約について、

必要な措置を行うこと。

(3) この仕様書に示されていない細部の事項については、両者協議し、その協議を受け

て現場の状況に応じ誠意をもって行うこと。

(4) 乙は、地震警戒宣言発令時及び地震、その他の災害発生時には、甲からの要請に迅

速に対応するよう最大限の努力を払うものとする。

(5) 乙は、甲の主催する院内研修会又は講演会にその従事者を参加させるよう努めるも

のとする。



空気環境等測定業務特記仕様書

１ 業務の内容

「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」（以下「法律」という。）に基づ

く室内環境測定業務

２ 実施回数

契約期間中の環境測定実施回数は６回（偶数月）とし、実施日は甲の指定する日とす

る。

３ 実施方法

(1) 業務の実施者

法律第７条の規定に基づく「建築物環境衛生管理技術者免状所有者」

(2) 実施地点

測定地点は次のとおりとする。

測 定 地 点 備考

1 玄関ロビー Ａ棟 １Ｆ

2 医事課 Ａ棟 １Ｆ 照度

3 調剤室 Ａ棟 １Ｆ 照度

4 新外来１階 新外来棟 １Ｆ

5 新外来２階 新外来棟 ２Ｆ

6 外科外来 Ｂ棟 １Ｆ

7 外科外来２階待合 Ｂ棟 ２Ｆ

8 内科外来 Ｃ棟 １Ｆ

9 検査科 Ｆ棟 ２Ｆ 照度

10 東２病棟 Ｊ棟 ２Ｆ

11 医局カンファレンス Ｊ棟 ３Ｆ 照度

12 指導相談室 Ｋ棟 ３Ｆ 照度

13 こころの外来 Ｈ棟 １Ｆ 照度

14 事務室 Ｈ棟 ５Ｆ 照度

15 看護師長室 Ｈ棟 ６Ｆ 照度

16 食堂 Ｌ棟 １Ｆ

17 ラウンジ Ｌ棟 ２Ｆ

18 訪問教育室 Ｌ棟 ２Ｆ 照度

19 北２病棟 北館 ２Ｆ

20 北３病棟 北館 ３Ｆ

21 北４病棟 北館 ４Ｆ

22 北５病棟 北館 ５Ｆ



４ 測定方法

本仕様書第 3項第 1号に定める業務の実施者指揮のもとに、法律施行規則第３条の２

の規定に基づき、測定を実施する。

５ 測定項目及び一日の測定回数

６ 記録報告書

(1) 提出日及び部数

測定業務終了後 15 日以内に、その結果を報告書に記載し、甲に提出する。

また、部数は原則として原本・写しの各１部計２部を提出し、その原本の写しを受

託者が５年間保存する。

(2) 記載すべき項目

① 測定年月日

② 測定者名

③ 使用機器の名称及びメーカー名

④ 天候

⑤ 測定時刻

⑥ 測定室名

⑦ 測定値（２回分）及びその平均値

⑧ 在室人員

⑨ 結果における意見具申等

⑩ 環境測定判定基準表

23 救急外来 西館 １Ｆ

24 周産期外来 西館 ２Ｆ

25 周産期病棟 西館 ２Ｆ

26 循環器病棟 西館 ３Ｆ

27 ＣＣＵ 西館 ３Ｆ

28 ＰＩＣＵ 西館 ５Ｆ 照度

29 中央滅菌材料室 西館 ５Ｆ 照度

30 外科病棟１ 西館 ６Ｆ

31 外科病棟２ 西館 ６Ｆ

32 防災センター 西館 １Ｆ

測定項目（単位） 回 数 測定項目（単位） 回 数

浮遊粉塵量（㎎/m3） ２回 相対湿度（%） ２回

一酸化炭素含有率（ppm） ２回 気流（m/s） ２回

二酸化炭素含有率（ppm） ２回 照度（ﾙｸｽ）３（２）備考 ２回/年

温度（℃） ２回



冷却塔清掃業務特記仕様書

１ 業務の目的

病院の冷却塔の定期的な洗浄、並びに殺菌剤の投与を行うことにより、レジオネラ症

の発生防止に資する。

２ 業務の対象、回数など

３ 業務作業報告書

(1) 乙は、毎回の業務完了後 15 日以内に業務作業報告書を、甲に提出しなければならな

い。

(2) 乙は、作業前及び作業終了後の写真を業務作業報告書に添付しなければならない。

４ 特記事項

(1) 洗浄の際には、ジ亜塩素酸ナトリウム（0.5ppm）の噴霧を行うものとし、作業工程

については、冷却塔ブロー・冷却塔上部洗浄・冷却塔水槽フィン洗浄・冷却塔ストレ

ーナー洗浄・冷却塔まわり洗浄・冷却水水張り・冷却水ポンプ運転（エアー抜き）の

順に行うこと。

(2) 除菌剤については、甲が負担するものとし、使用薬剤、その使用量については、甲

の指示に従うものとする。

№ ① ② ③

対 象 冷却塔 600ＲＴ
冷却塔 100ＲＴ

（常用発電機用）
冷却塔 10ＲＴ

台 数 １台 １台 １台

場 所 PP 棟屋上 PP 棟屋上 Ｈ棟屋上

洗 浄

年５回

（６月から 10 月に

各月１回実施）

12 回（契約期間中月１回実施）

除 菌 剤

※レジオアメーバ・

レジオネラ属菌

対応を投与

年５回

（６月から 10 月の

洗浄時に実施）

12 回（契約期間中月１回実施）



レジオネラ属菌検査業務特記仕様書

１ 業務の内容

院内各所からの検体の採集及びレジオネラ属菌の検査

２ 検体の採水

乙は、自ら用意する容器に検体を採取し、即座に分析機関へ検査依頼するものとする。

なお、検体の採取場所については甲の指示に従うものとする。

３ 報告方法

乙は、採水終了後 15 日以内に、結果報告書を甲に提出しなければならない。

４ 検査対象機器及び実施時期

№ 対象機器
実施時期

5月 7月 8月 9月 11 月 2 月

① 空調用冷却塔 No,１冷却水 ○ ○ ○

② コージェネ用冷却塔冷却水 ○ ○ ○ ○ ○ ○

③ 電算室用冷却塔冷却水 ○ ○ ○ ○ ○ ○

④ 給湯用給水 ○ ○ ○ ○ ○

検体数（合計 20 検体） ３ ４ ４ ４ ２ ３



水質検査業務特記仕様書

１ 業務の内容

建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行規則に基づく水質検査業務（院内

各所からの検体の採取を含む。）

２ 検査の実施及び検査結果の報告

(1) 検査項目及び報告方法

乙は、別紙１「水質検査計画」に掲げる水質検査の項目及び実施時期に従い、「水

質基準に関する省令」などを遵守して検査を行い、検査実施後 10 日以内にその結果を

書面により速やかに甲に報告する。

なお、検査の結果、基準を超える値を検出した場合は、速やかに甲に連絡するもの

とする。

(2) 検査の対象

１月に付き３検体（３系統）を実施する。

(3) 検体の採水

乙は、自ら用意する容器に検体を採取し、即座に分析機関へ検査依頼するものとす

る。

なお、検体の採取場所については甲の指示に従うものとする。

３ 年間計画の提出

乙は、業務受託後速やかに毎月の検査実施予定日等を記載した年間計画書を提出する

ものとする。

なお、当該年間計画書に記載された検査実施予定日が変更になる場合は、速やかに甲

に連絡し、承諾を得るものとする。



ボイラー等ばい煙測定業務特記仕様書

１ 業務の内容

大気汚染防止法等関係法令に基づく、ボイラー等ばい煙発生装置の排ガス中物質濃度

測定業務

２ 分析対象機器及び分析項目など

３ 分析結果の報告

乙は、測定実施後 15 日以内に、対象機器ごとの分析結果を計量証明書の様式により

報告すること。

４ 足場の提供

分析業務にともなう足場は甲が提供する。

対象機器
分析項目 及び 実施時期

ばいじん ＮＯｘ ＳＯｘ

名 称 数量
夏 冬 夏 冬 夏 冬

ガス炊きボイラー １基 ○ ○ ○ ○

重油炊きボイラー ２基 ○ ○ ○ ○ ○ ○

冷温水発生機 １基 ○ ○ ○

コージェネレーション設備 １基 ○ ○ ○ ○



病理検査室等作業環境測定業務特記仕様書

１ 業務概要

作業環境測定法第３条第２項の規定に基づく作業環境測定業務

２ 業務の内容

(1) 有機溶剤作業環境測定業務

① 内 容 有機溶剤中毒予防規則の規定に基づくクロロホルム、キシレン、

メタノール、アセトンの空気中濃度の測定

② 測定場所 病理検査室

③ 測定回数 ２回

(2) 有機溶剤作業環境測定業務

① 内 容 有機溶剤中毒予防規則の規定に基づくメタノール、アセトンの空気

中濃度の測定

② 測定場所 検体検査室、細菌検査室

③ 測定回数 ２回

(3) 特定化学物質作業環境測定業務

① 内 容 特定化学物質障害予防規則の規定に基づくホルムアルデヒドの空気

中濃度の測定

② 測定場所 病理検査室及び解剖室

③ 測定回数 ２回

３ 測定日

測定日については、委託契約期間の中で甲乙協議の上決定するものとする。

４ 報告方法

乙は、測定終了後 15 日以内に、作業環境測定機関による証明書の様式により結果報

告書を甲に提出すること。



営繕業務特記仕様書

１ 業務の内容

(1) 院内施設及び医師宿舎の営繕業務に関すること

(2) 院内施設及び医師宿舎の小修繕に関すること

① 木製品の作成、壁の補修等

② 院内保育所及び医師宿舎の軽微な補修

(3) 院内掲示物の掲示に関すること

(4) その他、院内用務に関すること

① 電気設備法令点検の補助業務

② 院内における催事等の会場設営等

２ 業務時間および勤務人員数

(1) 勤務時間は月～金曜日のうち週 30 時間とし、パワープラント棟２Ｆ作業室に１名

配置すること。

(2) 時間外勤務を行う必要がある場合は、様式２に定める時間外勤務実施記録簿により、

あらかじめ甲の承認を得ること。

(3) 休暇等で不在となる場合は、あらかじめ甲の承認を得ること。


